
いん戦れ

カミ言霊私
は
昭
和
十
五
年
五
月
六
日
生

で
、
今
年
六
十
七
歳
で
す
。

特
別
な
体
験
で
は
あ
り
ま
せ

る
こ

と五

歳
の
終
戦
ま
で
の
覚
え
て

を
書
い
て
み
ま
す
。

か姑は　増しの窺え　　空ヤ三の　列入寒のの片し海

父
は
腎
和
二
十
年
－
月
に
出
征

嚢
は
糧
と
三
人
の
子
供
だ
け
に

父
の
兄
　
（
伯
父
）
　
二
人
は
陸
軍
と

軍
の
将
校
と
し
て
出
征
し
て
い
ま

れる団実等て高在る終　壕坂入長父車にい一は目た
た印南家をい射の空戦兵がにの男の専見日月三の　0
カ刷をの持た砲原蕪のl瞥あ土子を居用送’頃十見昭

物作印つ　0が町警昭士つを供頭な線ら日だ二え和
はつ刷て我設第一報和人たかだにいかれのつ歳な二
全て崖慰々定一の二鴨0けけ’家ら’丸たのい十
て居（間数さ小サ十饗　ただ五族出原のか時父年

た荒も入れ学イ年l『　名　〇歳は征ノ′ト’0にに
入
っ
て
か
ら

赤
紙
が
来
た

昭
和
二
十
年

風
が
冷
た
く

旗
で
大
勢
の

町
駅
の
貨
物

し
た
。

、
母
と
八
歳

の
私
と
弟
の

が現しで兵校レ’し　ぼ庭
’代た胡隊にン日た　かに

表社　○瓜がはの毎日　りは
面）　と駐陸中に　　のべ
にで　味屯軍’増　　防

イ
ラ
ス
ト
で
描

ラ
ー
の
印
刷
の
戦
争
画
ば

か
り
、
そ
れ
も
全
て
が
日
本
国
軍
の
勝

利
と
留
守
を
守
る
婦
人
部
隊
の
絵
ば
か

り
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
十
六
日
の
原
町

空
襲
、
八
月
九
日
と
翌
八
月
十
日
の
空

襲
で
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
事
や
、
原

町
か
ら
召
集
さ
れ
て
戦
没
し
た
兵
士
は

千
四
十
柱
に
の
ぼ
っ
た
事
な
ど
、
幼
児

の
私
に
は
知
る
よ
し
も
無
か
っ
た
が
、

子
供
心
に
は
原
町
飛
行
場
、
原
町
紡
線

工
場
、
帝
国
金
属
原
町
工
場
等
が
あ
っ

た
の
で
空
襲
が
激
し
く
な
る
の
で
は
と

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
は
い
た
。

今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
　
空
襲
の

サ
イ
レ
ン
や
飛
行
機
の
爆
音

四
月
に
入
る
と
多
く
な
っ
た
ウ
～
ウ

～
と
敵
機
襲
来
の
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ

ン
が
響
く
中
、
妹
が
誕
生
し
た
。
空
襲

警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
度
に
、
近
所

の
お
じ
さ
ん
が
防
空
壕
ま
で
妹
を
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
。
爆
音
が
響
く
、
邁

か
な
空
に
は
煙
り
を
引
き
■
な
が
ら
飛
行

す
る
戦
闘
機
。
遠
く
か
ら
ド
カ
ー
ン
・

ド
カ
ー
ン
と
聞
こ
え
て
く
る
の
は
艦

射
幸
の
音
だ
ろ
う
と
大
人
た
ち
は
音

つ砲

て
い
た
。

空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
の
音
と
飛
行

機
の
爆
章
の
恐
怖
は
、
七
十
歳
を
前
に

し
た
今
て
も
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
。

足
が
震
え
、
心
臓
の
鼓
動
が
更
に
高
く

な
り
、
何
を
ど
う
し
て
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
日
々
が
続
い
た
あ
の
頃
か

高
率
村
の
親
戚
の
蒙
に
糠
的

兄
仁
別
れ
て
寮
が
出
た

五
月
の
未
頃
か
、
大
町
の
家
か
ら
隣
村

の
高
平
村
に
疎
開
す
る
事
と
な
っ
た
。
母

と
私
、
弟
、
■
生
ま
れ
て
ま
だ
二
ケ
月
の
妹

の
三
人
は
、
親
戚
の
家
に
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。
八
歳
の
兄
は
一
人
で
高
平
村
金
沢

の
祖
母
の
実
家
へ
行
く
事
に
な
り
、
高
平

の
踏
切
で
別
れ
た
。
砂
利
と
線
路
の
上
を

ひ
た
す
ら
高
平
の
ト
ン
ネ
ル
の
方
に
歩
く

が
、
寂
し
く
て
自
然
に
涙
が
出
た
。

疎
開
先
は
一
面
梨
畑
で
、
畑
の
一
角
に

あ
っ
た
納
屋
を
片
付
け
て
頂
き
、
住
み
込

ん
だ
。
何
時
ま
で
続
く
の
か
分
か
ら
な
い

中
、
不
安
と
楽
し
み
が
同
居
し
て
い
た
。

「
楽
し
み
」
、
そ
れ
は
食
べ
る
物
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
（
嚢
ペ
ー
ジ
に
）

↓
第
一
攣
曹
牡
芸
薪
囲
鴨
日
本
さ
よ
り

太平洋徽尊下のl『昆生き舌

ラジオは必需品であった。



（
表
の
ペ
ー
ジ
よ
り
）

終
戦
間
近
の
七
月
末
頃
か
八
月
か
、
や
け

に
梨
畑
の
上
空
を
飛
行
機
が
爆
音
を
響
か
せ
北

へ
向
か
っ
て
行
っ
た
。
原
町
を
空
襲
し
仙
台
に

空
襲
に
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
仙
台
の
北
の
空

が
オ
レ
ン
ジ
色
に
見
え
た
と
い
う
。

天
皇
の
玉
音
放
送
は
覚
え
て
い
る

そ
れ
か
ら
ど
の
位
経
っ
た
の
か
、
当
日
の
天

侯
は
曇
り
雨
だ
っ
た
と
い
う
。
午
後
だ
っ
た
か
、

役
場
の
職
員
か
地
元
の
人
か
、
「
明
日
の
正
午
、

重
大
な
発
表
が
あ
る
の
で
ラ
ジ
オ
を
聴
く
様

に
」
　
と
大
声
で
叫
び
な
が
ら
歩
い
て
行
っ
た
。

そ
の
日
は
八
月
十
四
日
　
（
火
曜
日
）
だ
っ
た
。

翌
八
月
十
五
日
　
（
水
曜
日
）
　
正
午
、
当
日
は

晴
れ
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
光
景
で
あ

る
。
ラ
ジ
オ
の
前
に
全
員
が
集
合
。
ピ
ー
ピ
ー

・
ガ
ー
ガ
ー
の
雑
音
で
な
か
な
か
聞
き
取
り
に

く
い
。
ラ
ジ
オ
を
叩
く
と
少
し
雑
音
が
止
ま
る
。

初
め
て
開
く
あ
の
天
皇
陛
下
の
玉
音

送
で
あ

る
。
無
条
件
降

伏
の
音
声
で
あ

っ
た
。
周
り
■
に

居
た
大
人
達
は

何
か
を
叫
ん
で

い
た
が
私
に
は

分
か
ら
な
か
っ

た
。
■
た
だ
日
本

は
戦
争
に
負
け

た
の
だ
と
。
そ

の
夜
、
初
め
て

ゆ
っ
く
り
白
い

ご
飯
を
ご
馳
走

に
な
っ
た
。
美

味
し
か
っ
た
。

天
皇
陛
下

の
玉
音
放
送

は
覚
え
て
い

ト
陸
軍
の
高
射
鞄
が
投
轟
さ
れ

て
い
た
鹿
町
義
一
小
学
校
。

八
月
十
日
に
空
襲
さ
れ
た
。

る
が
、
『
九
条
プ
ロ
グ
は
ら
ま
ち
』
　
三
八

号
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な
凄
ま
じ
い
原
町

空
襲
の
こ
と
は
記
憶
に
な
い
。

疎
開
か
ら
家
に
戻
っ
て
み
る
と

近
く
に
は
爆
弾
の
大
き
な
穴
が

短
い
三
ケ
月
の
疎
開
の
体
験
か
ら
我
が
家
に
全

員
が
辿
り
着
く
も
の
の
、
家
の
中
は
障
子
が
外
れ

家
具
が
横
に
な
っ
て
い
る
。
至
近
距
離
に
落
ち
た

爆
弾
の
痕
と
思
わ
れ
る
大
き
な
穴
が
あ
っ
た
。
家

の
破
壊
は
爆
風
に
よ
っ
て
だ
ろ
う
。
も
し
そ
の
ま

ま
住
ん
で
居
た
ら
と
思
う
と
、
恐
怖
で
身
体
の
震

え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
二
十
年
軟
に
は
父
が
復

員
、
家
族
全
員
が
や
っ
と
揃
っ
た
。

飛
行
場
跡
は
子
供
た
ち
の
遊
び
場
に

ゝ
戦
後
、
雲
雀
ケ
原
飛
行
場
跡
は
我
々
子
供
達
の

楽
し
い
発
掘
場
所
の
遊
び
場
と
も
な
っ
た
。
薬
き

ょ
う
や
テ
ン
ガ
イ
と
よ
ば
れ
た
飛
行
機
の
部
品
、

そ
の
他
の
戦
争
兵
器
の
残
骸
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

敗
戦
直
後
の
何
も
な
い
時
代
の
、
格
好
な
お
も
ち

ゃ
を
提
供
し
て
く
れ
る
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

鰍
磯
風
日
華
の
歴
史
書
忘
れ
ず

蠍
手
放
竃
の
豪
隷
書
膿
守
し
よ
う

現
在
、
太
平
洋
戦
争
の
記
録
を
見
る
に
付

け
読
む
に
付
け

し歴争行や
て史をわ人

を知れ種
忘
れ
ず
、
戦
争
放
棄
の
憲
法
を
順
守

同
士

らて
t
Vな

いるの
’若の戦’
者がいあ
達残がの

悲
惨
な
戦
争
、
テ
ロ

、
今
尚
世
界
各
地
で

念
で
な
ら
な
い
。
戦

に
、
敗
戦
国
日
本
の

平
和
な
地
球
を
、
世
界
中
の
人
類
が
平

和
に
暮
ら
せ
る
日
が
本
当
に
来
る
事
を
？
。

そ
れ
は
、
政
治
家
よ
り
国
民
が
選
択
す
べ
き

事
な
の
だ
ろ
う
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
福
祉

国
家
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在
何
処
が
違
う

の
か
、
改
め
て
考
え
る
時
期
だ
と
思
う
。

最
後
に
、
昭
和
二
十
年
四
月
に
誕
生
し
た

妹
は
六
十
年
後
の
九
月
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
曙
ら
ま
ち
九
条
の
会
会
員
）

皇弓将去チ禦禦ん〇
第2回（lb15）鈴木丑太郎さん
第3回仙17）塁千枝さん
第4回仙21）相良利信さん
第5匝I恥27）佐々木孝さん
第6匝Ⅰ恥30）遠藤昌弘さん
第7回（lb32）佐藤ヒロ子さん
第8匝l仙33）松本道子さん
第9回恥38）菅野清二さん
第10回（lb43）中野呂利次さん
今回第11回（鵬．45）荒功雄さん

敬憲議運璧造語藍
○これまでの側は、く績＞の通りで今団が11回です。

第9匝暮の菅野清二さんが述べておられます机“特別な体験でなくと

も、こく普通の方の㈱かさや実相を正直に伝え、平
和につながることになる”と思います。感想をお寄せ＜ださ仇

0九纂句膿の義鼻でも轟｛モ響くともとうぞr紳僧職J僚
≡≡≡三3－5機で柵＜焙弘も■e取りでもけっこうでh

Oまた、叩はらまち戦争体験集』をみんなで作りませんか」、という意
見も出ています。今年の憂いわき市の市民が∴戦争体験葉を発行され
ていますし人福島菓九条の会　も環諷闇楓を募集中です。

●『九条プロクはらまう』ぬ10（2006年10月12日発行）に、日本とイタリアの国旗とドイツのナチ
ス旗のイラストを描きましたがト戦前のナチス（ナチ党）の党章は鈎十字0トケン知ィ，）です机うっかり、仏教の

′　　　－′ニこ・っ′　‾　ノヽ　　○イニンフ′■　　卍に描いてしまいまu巳先日ようやく誤りに気つきました。

簡礎ヨ±
記（万事）は、古代インドのピシユヌ相場の旋毛が起源と
い机瑞兆の栂。仏教や仏教観仏心の象徴です。

鱗（鈎十字かぎ伽うじ・逆さ卍・ハーケンクロイツ）臥ナ
チス（ナチ党）の党章で、反ユタや主義の象徴として使われ

（ダビデの星）です。た。ちなみに、ユダヤの象徴が


